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　第  章で概論を述べ，第 2 章で文献探索に基づく既存研究の纏めと基本概念を導入した後，第 3 章で日本


























　 上記の点に関する欠陥の表れとして，『C という条件を満たす企業は A 方策を採る傾向が強く，C2 と
いう条件を満たす企業は非 A 方策を採る確率が高い』という命題を述べる際に，C と C2 が必ずしも
排反になっていない場合が随所に散見されることが挙げられる。実証分析であるから完全な数学的厳密
さは望めないにしても，仮説の体系化を『C と C2 ができるだけ排反になるようにする』という観点
から徹底して考え抜くことで，かなり克服できると思われる。
　 分析の全てが『進出後のある時点』に着目したものであり，時間軸に沿った変化を捉えるモデルとなっ
ていない点が惜しまれる。『現地法人の経営リーダーが日本人でない場合，子会社が損失を出す確率は
高くなる』という主張も，数年後に未だ日本人が経営を支配すれば逆に損失を出す確率が高くなるこ
とも考えられ，『進出後の 2 年間は日本人リーダーだと利益を上げる確率は高いが，それ以後，未だ現
地人に経営を譲らない場合には，経営は逆に悪化する』といった時間変化を捉まえられるモデル化を，
今後，是非，考えて欲しい。
　よって，著者は博士（マネジメント）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
